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あったことを指摘 した｡Thompsonは､労働者運動が組織化 ｡体系化 していくにつれて､それ
まで運動に関わっていた女性の姿が消えていったとし､その原因は､労働者運動自体が近代化-























































人教育委員会報告書を中心として-｣『早稲田大学教育学部学術研究』 教育 ｡社会教育 申教育心理 ｡





















究』 教育 ｡社会教育 ｡教育心理 ｡体育霜 第25-30号 1976年-1981年)は､1から6までのシリー ズと
なっており､主にイギリス政府復興省成人教育委員会による1918年､1919年報告書の分析を行っている｡
加藤詔士は特に､MIの原義について綿密に調べ､検討し､多くの論文をまとめた｡たとえば､








































29)現代イギリス成人教育運動の背景となったものと し て､Peersは､以下のような政治的 ｡経済的要素
を挙げている｡それは､経済的繁栄と参政権の拡大 ､ 全国規模での労働者階級運動の発展､労働者階級
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は､代表編集者をつとめ､自身は第-章 ｢歴史的 ｡政治的文脈｣第二章 ｢19世紀｣第三章 ｢20世紀｣第


















































『階級 ｡ジェンダー ｡ネイション-チャーティズムとアウトサイダーー』古賀秀男 小関隆訳 ミネル
ヴァ書房 2001年 p.27)｢チャーティズムは成人男子へ普遍的に公民権を賦与する要求を取り込んだ､
最初の大規模な国民運動であり､近現代の労働運動が直面 した複雑な問題の多くに早い段階で取り組ん
だ運動として､特別な関心をもたれることになった｣｡(ibid.,pp.28-29)
78)ibid.,pp.117-157:本著作においてThompsonは､労働者運動における女性だけではなく､地域性､
国家性も歴史研究の分析軸として採用している｡
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